
 

 

  

※L1＝L2と仮定 



 

～講評～ 

1  力学の設定としてよくある 2 体の問題ではあるが、与えられた物理量から設問に繋げることが一見難しく、時

間がかかってしまう受験生もいたかもしれない。とはいえ、典型問題であることから完答したい。 

２ コンデンサーのスイッチング回路の典型問題。(5)もエネルギー収集から考える標準的な問題と言える。ここは

完答できて欲しい。 

３ 可動ピストンを用いた気体の状態方程式に関する問題で、状態の変化自体は複雑ではないが、かなり計算が煩

雑になり、そのため難度が上がってしまっている。６割程度は正答したい。 

４ マイケルソンの干渉計に関する問題で、これもよく見られる頻出問題ではあるが、途中仮定が必要な問題など

もあり、３問取れれば十分だろう。 

 

全体としては頻出の問題設定ではあるが、手際よく計算し、詰まるところを飛ばして問いていかなければ、時間

があっという間に過ぎていくだろう。ボーダーとして考えるなら、6 割から 7割程度は取っておきたい。 

 

 


